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編　集　後　記

　『21世紀教育フォーラム』（第 9号）を発刊することが出来ました。本号は、本学の教育改革の主題
となっている「アクティブ・ラーニング」について考察したものが多々含まれることとなりました。
　具体的に、林氏（東京農工大学）には、本学でのFD講演（平成25年 6 月26日）を踏まえた論文
「アクティブラーニングの環境整備」を特別に寄稿していただきました。この論文において、マサ
チューセッツ工科大学や東京大学の事例が詳細に説明されており、本学にとって大いに役に立つ情
報が掲載されています。また、保田論文は地域貢献を意図したアクティブ・ラーニングを、加藤他
論文は医学科におけるアクティブ・ラーニングを、バードセール論文は英語教育におけるアクティ
ブ・ラーニングを、小磯論文はキャリア教育におけるアクティブ・ラーニングを、それぞれ考察し
ています。これらの論文を通して、本学における優れた実践例も紹介することが出来ました。
　本号が、本学も含めた日本の大学におけるアクティブ・ラーニングの推進に、なにがしかのヒン
トを与えられるものとなったのならば、存外の喜びです。
 （田中正弘）
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